
平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

市、男女共同参画ネットワーク、男女共同参画地域推進委
員と企画段階からの協働により実施している。広報誌
「ぱーとなー」はネットワークで作成している。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

男女共同参画啓発事業

開始年度 2004 終了年度 9999

目的 ジェンダー、固定的性別役割分担の見なおしやドメステックバイオレンス、セクシャルハラスメントなど女性に対するあらゆ
る暴力の根絶および男女共同参画ならびにワーク・ライフ・バランスの推進に関する意識を高揚する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

男女共同参画等に関する情報紙・パネル展・広報誌等での啓発、コンクール事業を開催する。

事業コード

798

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

その他現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.2会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

補助（県）事業

物件費

補助金等名称

人権啓発活動地方委託事業

1,308決算額

3,223
事
業
費

1,367予算額

3,015

【単位：千円】

3,182
3,147

H25（2013）

3,182

2,980

678

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

広報・情報誌の発行回数 目標値 5 5 5 5 5回

実績値 5 5 5 5

広報・情報誌の配布枚数 枚 目標値 45000 45000 45000 45000 45000

計算
根拠

男女共同参画の浸透や理解が不十分な中、どれだけの人に
男女共同参画の広報誌等を配布し、啓発できたかを指標と
する。

実績値 64500 67000 65600 66600

達成率
（％）

143.3 148.9 145.8 148

実数値

ランク A Ａ Ａ Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 男女共同参画啓発事業 798



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

男女共同参画に対する意識がまだ低く、社会のニーズは大きい。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

男女共同参画社会の実現は、市民と行政の協働よって達成できるものであるため
関与する必要がある。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

男女共同参画に対する意識が低いため、今後さらに強化していかなければならな
い。根

拠

すでに県より事業委託金を交付されているが、市予算の中では増額は困難である
が、事業内容によっては期待はできる。根

拠

効果のある啓発方法を検討し、より多くの市民に理解してもらうよう工夫する。

根
拠

市民主役事業として、引き続き市民団体のノウハウを
活かして実施していきたい。
平成26年度からは、さばえ男女共同参画ネットワーク
が提案型市民主役事業として受託し、実施する。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

市民主役事業として、引き続き市民団体（さばえ男女
共同参画ネットワーク、夢みらいＷｅ等）のノウハウ
を活かし、実施していきたい。平

成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 可能－

－ 実施 実施

可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉

実施

可能
H27（2015）

可能

実施

H25事業名 男女共同参画啓発事業 798



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

市、さばえ男女共同参画ネットワーク、男女共同参画地域
推進委員との協働により実施している。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

男女共同参画推進大会（フェスタ）開催事業

開始年度 1996 終了年度 9999

目的 男女共同参画推進に関して、広く意識高揚を図り、機運を盛り上げる。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

男女共同参画推進に関する関係者や市民が参加し、男女共同参画推進大会（フェスタ）を開催する。夢みらい館・さばえを男
女共同参画の拠点施設としての周知を図るための男女共同参画拠点化フェスタを開催する。

事業コード

1009

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

その他現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.2会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

1,033決算額

880
事
業
費

1,193予算額

880

【単位：千円】

696
830

H25（2013）

718

830

903

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

フェスタ開催回数 目標値 1 1 2 2 2回

実績値 1 2 2 2

フェスタの参加者数(H23より女と男輝くフェス
タ、夢みらい館・さばえフェスタ　２回開催)

人 目標値 700 700 700 700 700

計算
根拠

実績値 500 960 950 900

達成率
（％）

71.4 137.1 135.7 128.6

実数値

ランク C A A Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 男女共同参画推進大会（フェスタ）開催事業 1009



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

男女共同参画に対する意識がまだ低く、社会のニーズは大きい。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

男女共同参画社会の実現は、行政と市民の協働によって達成できるものと判断さ
れることから、市民と協働で行うのが良い。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

鯖江市男女共同参画都市宣言を契機に今後さらに市民の意識の醸成図るためコス
ト削減は困難である。根

拠

既に県より事業委託金を交付されているが市全体で配分枠が決められており増額
は期待できない。根

拠

より多くの市民に男女共同参画を理解してもらうために、幅広い市民団体との協
働を図る事業を推進する。根

拠

市民主役事業として、引き続き市民団体のノウハウを
活かし、実施していきたい。
平成26年度からは、女と男輝くさばえフェスタはさば
え男女共同参画ネットワークが、拠点化フェスタは夢
みらいＷｅが、それぞれ提案型市民主役事業として受
託し、実施する。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

市民主役事業として、引き続き市民団体（さばえ男女
共同参画ネットワーク、夢みらいＷｅ等）のノウハウ
を活かし、実施していきたい。平

成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 可能－

－ 実施 実施

可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉

実施

可能
H27（2015）

可能

実施

H25事業名 男女共同参画推進大会（フェスタ）開催事業 1009



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

10地区の各種団体やNPO団体・企業において学習会等の開催
をし、男女共同参画やワーク・ライフ・バランスに対する
理解を深めている。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

男女共同参画学習およびワーク・ライフ・バランス等推進事業

開始年度 2003 終了年度 9999

目的 日常生活に深く根ざした固定的な男女の役割分担意識や、女性の能力・適性に対する偏見を解消し、男女共同参画社会づくり
に向けての実践的活動の推進を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

男女共同参画社会づくりに関する学習会等を実施する団体や、ワーク・ライフ・バランスに関する研修を実施する企業に対
し、事業に要した経費を助成することにより、固定的な男女の役割分担意識の解消や、男女共同参画社会づくりに向けての実
践的活動の推進を図る。

事業コード

1010

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

379決算額

515
事
業
費

515予算額

185

【単位：千円】

140
420

H25（2013）

520

219

425

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

広報した回数 目標値 2 2 2 2 2回

実績値 2 2 2 2

学習会等の開催団体数 団体 目標値 10 10 10 10 10

計算
根拠

本事業の目的に合わせ、男女共同参画やワークライフバラ
ンスについて学習する機会をつくった団体数を指標とし
た。

実績値 10 9 9 10

達成率
（％）

100 90 90 100

実数値

ランク A B B Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 男女共同参画学習およびワーク・ライフ・バランス等推進事業 1010



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

男女共同参画を学習することが必要と感じているが、費用その他の面で取り組む
ことが困難な団体に対し、支援が求められている。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

男女共同参画意識を高めるための学習会等の開催を推進し振興を図るための事業
であり、市が行うべき事業である。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

鯖江市は男女共同参画都市を宣言し、今後も男女共同参画社会の実現に向けて啓
発および事業を推進するため、事業の縮小は考えられず、また男女共同参画に関
する講師の数が限られていることもあり、講師等の謝金の額も上昇傾向の中、コ
ストの削減は考えにくい。

根
拠

市が地域や職域の団体の男女共同参画意識を高めるための学習会等の開催を振興
するものであり他の財源はない。根

拠

今後とも継続的に地域での学習等の取り組みが必要である。さらにこれらの取り
組みが推進されるよう、費用面および講師の紹介、助言等支援を強化する必要が
ある。また、企業においての研修会を開催支援することにより企業経営者および
従業員への意識の向上が図られる。

根
拠

企業管理者や従業員にワーク・ライフ・バランスを浸
透させることで、男女共同参画の促進に繋がるように
推進していきたい。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

企業管理者や従業員にワーク・ライフ・バランスを浸
透させることで、男女共同参画の促進に繋がるように
推進していきたい。平

成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

未実施

不可能
H27（2015）
不可能

未実施

H25事業名 男女共同参画学習およびワーク・ライフ・バランス等推進事業 1010



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

女性団体ネットワークから男女共同参画ネットワークとな
り、23団体が連携して男女共同参画を目指して活動してい
る。今暫くは市の支援が必要である。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

男女共同参画ネットワーク運営補助事業

開始年度 0 終了年度 9999

目的 市民による男女共同参画推進活動および女性のエンパワーメント活動を維持発展させる。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

男女共同参画ネットワークに対する活動補助および事務作業の支援を行う。

事業コード

1013

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

270決算額

270
事
業
費

270予算額

270

【単位：千円】

270
270

H25（2013）

270

270

270

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

役員会・理事会・委員会等の開催数 目標値 34 34 34 34 34回

実績値 32 28 35 32

取り組み事業の数 事業 目標値 10 10 10 10 10

計算
根拠

実績値 10 10 10 10

達成率
（％）

100 100 100 100

実数値

ランク A Ａ Ａ Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 男女共同参画ネットワーク運営補助事業 1013



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

社会の意識を変える活動であり、市民活動による男女共同参画の推進は欠かせな
い。各構成団体とも本来の活動があり、それに加えての男女共同参画推進の活動
であり、物心両面にわたる支援が求められている。

根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

鯖江市では、さばえ男女共同参画ネットワークが設立され、自主自立に向けて活
動を行ってゆく中で、この団体の活動を通じて市民による男女共同参画の推進を
図るためにも市が支援する必要がある。

根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

さばえ男女共同参画ネットワークの加入団体が協力し合い、熱心に、かつ効果的
に事業を実施しておりコストを削減する余地はない。根

拠

さばえ男女共同参画ネットワークは、市内において積極的に女性の社会参画や男
女共同参画を推進している中核的な団体であり、当団体に対し活動支援を行って
おり他の財源はない。

根
拠

さばえ男女共同参画ネットワークの組織の強化および活動拠点の環境整備を図
る。根

拠

Ｈ25年度の取組状況を踏まえて、ネットワーク構成団
体の連携を強化しながら、男女共同参画の啓発を支援
していく。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

Ｈ26年度の取組状況を踏まえて、ネットワーク構成団
体の連携を強化しながら、男女共同参画の啓発を支援
していく。平

成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

団体補助等の特定の相手先への補助
金や交付金事業のため

未実施

不可能
H27（2015）
不可能

未実施

H25事業名 男女共同参画ネットワーク運営補助事業 1013



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

さばえ男女共同参画ネットワークとの協働で実施してい
る。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

男女の社会参画促進事業（男と女共生講座等）

開始年度 2003 終了年度 9999

目的 これまで政策方針決定の場への参画の機会が少なかった女性が、社会に対する関心を高め、男性も仕事重視の生活を見直し、
現在の課題などを共に学ぶことにより、男女共同参画社会の推進やワーク・ライフ・バランスの意識改革を図ることにより女
性の社会参画の促進を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

男女共同参画社会実現のための社会参画講座や地域の課題に対する自主学習活動等の支援および男女共同参画ネットワーク理
事や男女共同参画地域推進委員会委員、男女共同参画女性人材リスト登録者等に対する研修を行う。

事業コード

1014

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

その他現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

44決算額

187
事
業
費

170予算額

98

【単位：千円】

262
260

H25（2013）

276

215

280

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

社会参画講座の開催回数 目標値 4 4 4 4 4回

実績値 4 3 3 4

講座の参加者数（延べ）(H23より市民主役事業
となり講座形式に変更)

人 目標値 300 120 120 120 120

計算
根拠

実績値 167 78 116 124

達成率
（％）

55.7 65 96.7 103.3

実数値

ランク C C A Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 男女の社会参画促進事業（男と女共生講座等） 1014



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

男女共同参画社会のニーズの実現のためには、女性の社会参画は欠かせない。本
事業に対するニーズは高い。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

市および市民団体単独の事業では参加者は少ない。市が主体となり市民団体およ
び夢みらい館・さばえ（指定管理者）との協働で事業を実施することにより、お
互いの利点を生かすことができ、多くの人に参加してもらえる。

根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名 夢みらい館・鯖江男女共同参画講座

所管課 夢みらい館・さばえ

男女共同参画推進のためには、市と夢みらい館・さばえが連携して相互に事業を
行う必要がある。根

拠ある

不可能

少子高齢化等社会の変化の中で、女性の発言力の拡大や男女共同参画がさらに必
要になっており、事業量はむしろ拡大傾向で、コストの削減は難しい。根

拠

市がさばえ男女共同参画女性ネットワークとの協働で行う事業であり他の財源は
ない。根

拠

夢みらい館・さばえを拠点とした活動をさばえ男女共同参画ネットワークと協働
し広報活動および啓発事業を実施する。根

拠

市民主役事業として、引き続き市民団体のノウハウを
活かして実施していきたい。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

市民主役事業として、引き続き市民団体のノウハウを
活かして実施していきたい。

平
成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 可能－

－ 実施 実施

可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉

実施

可能
H27（2015）

可能

実施

H25事業名 男女の社会参画促進事業（男と女共生講座等） 1014



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

個人情報保護の観点から市直営が望ましい。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

女性人材リスト事業

開始年度 2007 終了年度 9999

目的 市の政策および方針決定の場への女性の参画を促進するため、様々な分野からの女性の人材を登録し、女性の人材情報の提供
を行うことにより男女共同参画社会の実現をめざす。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

様々な分野にわたる女性の人材を「男女共同参画女性人材リスト」に登録し、市の各種審議会等委員の人選をするときおよ
び、市の事業の推進のために女性の人材を必要とするときに活用する。また、男女共同参画女性人材リスト登録者を中心に政
治や行政に関する意識高揚につながる内容の研修会を実施して人材の育成に努める。

事業コード

2241

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

※ゼロ予算

※ゼロ予算

※ゼロ予算

補助金等名称

0決算額

0
事
業
費

0予算額

0

【単位：千円】

0
0

H25（2013）

0

0

0

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

広報、ホームページ、情報誌による周知 目標値 6 6 6 6 6回

実績値 3 2 2 2

市民団体、企業への周知 目標値 35 35 35 35 35件

実績値 53 43 50 37

男女共同参画女性人材リストへの登録者数 人 目標値 40 45 50 55 60

計算
根拠

実績値 48 59 64 72

達成率
（％）

120 131 128 131

実数値

ランク A A Ａ Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 女性人材リスト事業 2241



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市の各種審議会等委員や市の推進事業のために女性の人材を必要としている。
根
拠

事業名 福井県女性人材リスト

主体 福井県

福井県全域女性を対象とする人材リストのため、鯖江市在住者、在勤者は少な
い。情報提供も手続きが煩雑であり活用し難い。

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

男女共同参画社会の実現にむけて市が推進すべきである。
根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

市内外にわたり女性の人材発掘を図るため広報活動の充実や育成を図るためコス
トを削減する余地はない。根

拠

ゼロ予算で実施している。

根
拠

市内外にわたり女性の人材発掘を図るため広報活動の充実や育成を図るため研修
会等を開催する。根

拠

地域や企業など社会のあらゆる分野において活躍する
女性の情報を登録し、その情報を提供することで審議
会等、女性の政策決定過程への参画や各種事業への女
性の起用を促進し、女性が元気で活躍できる男女共同
参画社会の実現を目指す。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

地域や企業など社会のあらゆる分野において活躍する
女性の情報を登録し、その情報を提供することで審議
会等、女性の政策決定過程への参画や各種事業への女
性の起用を促進し、女性が元気で活躍できる男女共同
参画社会の実現を目指す。

平
成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 不可能－

－ 未実施 未実施

不可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 不可能 〈不可能選択理由〉

その他

未実施

不可能
H27（2015）
不可能

未実施

H25事業名 女性人材リスト事業 2241



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

児童福祉課（子育て支援センター）とタイアップした事業
でそれぞれのテリトリーを生かした事業である。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

新米お父さん教室等開催事業

開始年度 2007 終了年度 2014

目的 父親の育児への理解と協力を促すことにより、母親の育児等負担を軽減すると共に、男性の育児意欲、家事参加の喚起を図る
ことで、夫婦揃って子供の成長に携わるという意識の高揚によって家庭における男女共同参画を推進する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

イクメン(育児に参加する男性)の育成を図り、父親に育児や家事の楽しさなどを体験してもらうことで、男女揃っての子育て
意識の啓発をする。

事業コード

2271

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

その他現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

参加者負担金

175決算額

128
事
業
費

189予算額

76

【単位：千円】

108
111

H25（2013）

128

72

150

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

お父さん教室の開催回数 目標値 4 4 4 4 4回

実績値 4 4 3 3

お父さん教室の参加数 人 目標値 60 60 60 60 60

計算
根拠

実績値 49 85 85 41

達成率
（％）

81.7 141.6 141.7 68.3

実数値

ランク B A Ａ Ｃ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 新米お父さん教室等開催事業 2271



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

初めての子どもを出産する男女が協力し合うことは、父親の子育ておよび共同生
活をするという意識の高揚を図るとともに次世代の男女共同参画の推進に重要な
ことである。

根
拠

事業名

主体

産婦人科等病院において、同様の教室を実施している。

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

男女共同参画社会の実現は、市民との協働によって達成できるものであるため関
与する必要がある。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

受益者負担

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

今後、次世代に対しての男女共同参画の推進を図るためコストの削減は困難であ
る。根

拠

現在、一部受益者負担をお願いしているが負担率を上げることも検討する。

根
拠

育児や調理実習の他に効果のある内容を検討する。

根
拠

平成26年度は提案型市民主役事業としてではなく、当
室と子育て支援センターで実施している「お父さん
デー」の中に趣旨を取り入れて実施する。

廃止・休止

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

本事業は平成25年度まで提案型市民主役事業で実施し
てきたが、平成26年度は市民団体等の応募がなかった
ため、子育て支援センターとの共催として市直営で
「お父さんデー」を実施した。しかし、子育て支援セ
ンターが平成26年度以降は「お父さんデー」を「ファ
ミリーデー」として対象範囲を広げて実施することと
したため、本事業の開催趣旨である新米お父さんを対
象とした事業とはならないため、本事業は廃止とした
い。

平
成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 事務改善

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
可能 可能－

－ 実施 実施

可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉

実施

可能
H27（2015）

可能

未実施

H25事業名 新米お父さん教室等開催事業 2271



平成26年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

男女共同参画地域推進委員との協働により実施している。

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

男女共同参画推進運営事業（地域啓発推進事業）

開始年度 2011 終了年度 9999

目的 地域におけるジェンダー、固定的性別役割分担の見なおしやドメステックバイオレンス、セクシャルハラスメントなど女性に
対するあらゆる暴力の根絶および男女共同参画ならびにワーク・ライフ・バランスの推進に関する意識を高揚する

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ25
事業名

部署名 女性活力・人権推進室

地域における男女共同参画等推進するため、男女共同参画地域推進委員会による地域の男女共同参画推進啓発活動を支援し、
男女共同参画啓発事業を開催する。

事業コード

2993

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

その他現在

指標名 単位 年度 H22（2010） H23（2011） H24（2012） H25（2013） H26（2014）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.08会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

補助（県）事業

物件費

補助金等名称

0決算額

288
事
業
費

0予算額

220

【単位：千円】

157
240

H25（2013）

264

230

260

H26（2014）H24（2012）H23（2011）H22（2010）区分

－

地域推進事業開催回数（東部・西部・中部・全
域団体）

目標値 4 4 4 4回

実績値 5 9 8

地域推進事業参加人数 人 目標値 200 200 200 200

計算
根拠

地区50×4＝200人

実績値 249 259 339

達成率
（％）

124.5 129.5 169.5

実数値

ランク Ａ Ａ Ａ

安全・安心で快適に暮らせ
るまちづくり

男女共同参画社会の実現を
目指す

男女共同

基本目標 属性 基本施策

男女共同参画の推進

実施施策

3091

H25事業名 男女共同参画推進運営事業（地域啓発推進事業） 2993
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Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

男女共同参画の推進には、市民活動が欠かせない。市民と連携、協働で男女共同
参画を推進する体制は、男女共同参画の市民活動家や団体のこれまでの要望や意
見をみても、非常にニーズがあるものと判断される。

根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】
　行政が実施すべき事業で
　すか。

男女共同参画の推進は、行政と市民が連携して行うことが望ましい。
根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させる
余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

一人でも多くの市民に意識の高揚を図る必要があるので、これ以上のコスト削減
は、効果の減少が予想される。根

拠

市民と男女共同参画地域推進委員との協働で行う企画事業であり財源はない。

根
拠

市が単独で行う以上の効果を、市民と連携、協働で推進することにより成果を期
待したい。根

拠

市民主役事業として、引き続き市民団体のノウハウを
活かして実施していきたい。

維持

平
成26

年
度
取
組
み

【平成27年度　方向性】

平成25、26年度と、事業内容が多彩になってきてお
り、参加人数も増加している。市民主役事業として、
引き続き市民団体のノウハウを活かして実施していき
たい。

平
成27

年
度
計
画

【平成26年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H22（2010） H23（2011） H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能 可能－

－ 実施 実施

可能

【H27提案型市民主役オープン事業実施】 可能 〈不可能選択理由〉

実施

可能
H27（2015）

可能

実施

H25事業名 男女共同参画推進運営事業（地域啓発推進事業） 2993


